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2019年春シーズンの「ふるさとウォッチングin安曇野」。数え
て28回目を迎える今回は、三郷野沢地区で4月14日に開催し
ます。安曇野市の最南端に位置する同地区は、西に河岸段丘
を持ち、背景の北アルプスと屋敷林、古民家の対比が美しい
田園集落の姿を見せてくれる、安曇野らしさ溢れる景観を見る
ことができます。
このエリアは、「安曇野ふるさと遺産」の第1号として認定され
、豊かに育まれた地域の歴史文化を次の世代に引き継ぐため
の活動を考え実践していこうとしています。まさに旬のエリアで
のガイドウォークとなりますので、皆様お誘い合わせの上ふる
ってご参加ください。（高）【別紙参照】

第30号

活動案内 安曇野屋敷林フォーラム2020

「旧保高宿まちづくり構想」の第一歩として
2013年にスタートした「安曇野まちなかカレッジ
」。8回目となる「安曇野まちなかカレッジ2020」
は、2月1日～3月1日に旧保高宿周辺を会場に
開講します。

今回は安曇野学12講座、一般（まちゼミ）18講
座の計30講座。期間中には2月2日の穂高あめ
市、2月16日の屋敷林フォーラムをはじめ、旧保

高宿さんぽや穂高神社と道祖神巡り等の多彩
な催しも予定されています。この機会に安曇野
の歴史文化や暮らしに役立つ身近なことを学ん
でみませんか？【別紙参照】

2月16日の午後に穂高交流学習センターみら

いにて、通算10回目となる「安曇野屋敷林フォ
ーラム2020」を開催します。

基調講演の演題は「安曇野の民家と景観」。
講師は安曇野の民家調査を行い、市文化財保
護審議会の委員でもある信州大学の梅干野成
央准教授。続いて「安曇野ふるさと遺産2019」
の認定式と概要説明、「ふるさと遺産を引き継
ぐために」と題してパネルディスカッションを行い
ます。

安曇野に残る民家や屋敷林をとおして、安曇
野の魅力を感じ取れるフォーラムとなることを期
待していますので、是非ご参加ください。

【別紙参照】



11月24日に通算6回目の落葉ひろいボランティ

アを三郷の務宅で開催しました。務台家は江戸
時代に庄屋を務めた旧家で、北アルプス槍ヶ岳
を開山した播隆上人の宿泊地としても知られてい
ます。

小学生を含め13人が、本棟造の民家の庭の落

ち葉の清掃に励みました。参加者には屋敷林の
所有者のご苦労を感じていただくと共に、歴史的
民家の重要性を感じていただく機会となりました
。作業終了後に会員で三郷郷土研究会の降旗政
人さんのお話と自家製のおいしいりんごをいただ
き、安曇野の歴史を感じるひとときになりました。

ビューポイントあづみの～安曇野屋敷林ギャラリー

【屋敷林サポーター更新のお願い！】

安曇野の屋敷林の保全活用を目的に、2011年度に立ち上げた「屋敷林サポーター」。2018年
度の総会で規約を改正し、サポーターの会費は他の活動費と区分し、全額を将来創設予定の
基金準備金として積立てることになりました。
2018年度の「屋敷林サポーター」の会員期限は3月末までとなっています。2019年度の継続に
は年会費2,000円が必要となりますので、別紙案内を確認の上、是非会員の継続をお願いしま
す。
尚、1月末までに更新手続きがされない場合は、退会扱いとなりますので、早めの手続きにご
協力をお願いします。

「ビューポイントあづみの」に投稿された、季節毎の安曇野の屋敷林を紹介する「安曇野屋
敷林ギャラリー」。今回は北アルプスが美しい冬の屋敷林風景です。

風景投稿サイト「 ビューポイントあづみの」 http://viewpoint.nagapic.jp/

葡萄棚と北アルプス～池田町会染
クラフトパークから望む点在する屋敷林

蝶常念の朝焼け～安曇野穂高柏原
真っ赤に染まる朝焼けと屋敷林

活動報告 落ち葉拾いボランティア


